
展
示
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す

市
役
所
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
パ
イ
ル
織

物
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
イ
ル

織
物
の
展
示
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

●
開
催
期
間

３
月
１
日
㈭
〜
４
月
６
日
㈮

●
開
催
場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

●
問
い
合
わ
せ

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課

☎
３
３

－

６
１
０
６

動
画
の
配
信

  

パ
イ
ル
織
物
を
紹
介
す
る
動
画
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
橋
本
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配

信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ル
製
品
を
中
心
に
、
地
場
産
品
の

展
示
・
販
売
や
情
報
発
信
を
行
う
交
流
の

拠
点
で
す
。

色
と
り
ど
り
の
パ
イ
ル
製
品
が
数
多
く

並
ん
で
い
ま
す
。

パ
イ
ル
製
品
を
手
に
と
っ
て
、
パ
イ
ル

製
品
の
良
さ
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
在
地　

高
野
口
町
名
倉
２
８
８

●
定
休
日　

月
曜
日

●
問
い
合
わ
せ

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
４
４

－

１
４
０
１

パ
イ
ル
織
物
資
料
館

パ
イ
ル
織
物
の
歴
史
や
現
在
を
広
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
イ
ル
製
品

や
特
殊
な
裁
断
機
、
パ
イ
ル
織
物
の
ル
ー

ツ
と
な
る
「
再
織
」
の
手
織
機
や
製
作
工

程
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
織
の
体
験
（
有
料
）
も
で
き

ま
す
。

●
所
在
地　

高
野
口
町
名
倉
１
０
６
７

●
定
休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日

●
問
い
合
わ
せ

紀
州
繊
維
工
業
協
同
組
合

☎
４
２

－

３
１
１
３

※
見
学
・
体
験
は
予
約
が
必
要
で
す
。

パイル織物とともに生きる

紀州繊維工業協同組合

理事長　妙
た え

中
な か

 清
き よ

剛
た け

 さん 

パ
イ
ル
織
物 

を
体
感
し
よ
う

パ
イ
ル
織
物 
を
も
っ
と
知
ろ
う

▼今月のかけ橋人に登場した
中本さんが制作した紙芝居
も配信中です。

▲市の魅力を紹介する動画
　「おーい橋本」でもパイ
　ル織物を紹介しています。

▲▶昨年の展示PR
　　の様子

市
内
に
は
、
パ
イ
ル
織
物
に
触
れ
た
り
、
パ
イ
ル
製
品
を
購
入
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

パ
イ
ル
織
物
の
や
わ
ら
か
な
肌
触
り
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
パ
イ
ル
織
物
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
イ
ル
織
物
を

紹
介
す
る
動
画
の
配
信
や
、
パ
イ
ル
製
品
の
展
示
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
産
品
で
あ
る
パ
イ
ル
織
物
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

中野メリヤス工業株式会社

専務取締役　中
な か

野
の

 真
ま さ

行
ゆ き

 さん 

全国さまざまな所に織物の産地があった中で、独
自性のあるものを作っている産地は現在も生き残っ
ています。
高野口は、パイル織物とパイル編物があり、用途

が多いことや、それぞれ企業が特色ある製品を持っ
ていることなどが強みです。
組合では、これからも高野口が世界で唯一のパイ

ル産地として生きていくためには、若い担い手が絶
対に必要だと考え、長年培ってきた技術や設備が健
在なうちに、次の世代に高野口産地の能力を継承し
ていこうと、原材料や機械部品の調達などのさまざ
まな情報を共有するプロジェクトを始めました。
また、他の産地の異なる技術などを取り入れ、新

しい製品を創造するために、他産地との交流も進め
ています。
今後も、高野口パイルの強みを生かして、新たな

用途開発を進め、その時々の需要に対処していきた
いと思います。

長年の経験や技術を駆使し
新しいものを創造する

大学卒業後、父の始めたこの会社で働くようにな
り、約20年になります。
私の会社ではエコファーの生地などを製造してお

り、徹底した品質管理は他には負けない自社の強み
だと考えます。
働き始めた時から毎日危機感をもって、どうすれ

ば自社製品が発展していくか考えながら仕事をして
きて、数年前に自社ブランドを立ち上げ、一般の人
が生地を購入できるようにインターネット販売を始
めました。
また、「若い世代の人に地域産業への興味を持っ

てもらい、産業や伝統を受け継ぎ、支え合う場所を
作りたい」と考え、工場兼事務所として使用してい
た倉庫をリノベーションして、新しいコミュニティ
を育てるギャラリーも作りました。
これからも、新たな生地の研究を進めるとともに、

生地づくりのプロとして仕事をして、地域に貢献し
ていきたいと思います。

生地づくりのプロとして
挑戦を続ける

Interv
iew

パイル織物 パイル織物
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